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E雪EヨE置隅E露置

今月は固定資産税の 4期分を

納める 月です。

また、とくに年末ですので、今

までに納期のきている税金をま

だ納めていない方はできるだけ

早く納めてください。

(411号〉

こ
の
運
動
は
地
区
住
民
が

す
べ
て
参
加
し
て
義
援
金
の

?

持
ち
ょ

b
を
行
な
い
、
生
活

12月上旬号( 1 ) 

。

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
〉

O 

困
窮
者
、
社
会
福
祉
施
設
収

容
者
な
ど
の
慰
問
、
激
励
な

ど
を
し
て
、

み
ん
な
が
明
る

戦
没
者
勲
章
勲
記
の
-

伝

達

式

一

十
月
二
十
日
、
才
二
回

の
一

戦
没
者
勲
章
勲
記
が
市
役
所

一

の
大
会
議
室
で
次
の
ご
遺
族

一

の
方
々
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た

-

(
敬
称
略
)
一

日
間
七
故
小
玉
孫
市
殿
妻
ツ
ナ

一

旭
八
故
三
岳
権
蔵
殿
妻
ウ
メ

一

旭
八
故
小
浦
勝

一
殿
弟
源

一

一

旭
八
故
田
中
常
義
殿
委

ヨ
シ
エ

一

旭
七
故
浜
口
末
作
殿
姉
ク
イ

一

旭
七
故
小
浜
初
一

殿
母
ヤ
ス

一

旭
七
故
本
田
静
雄
殿
母
チ
ヨ

一

旭
七
故
林
田
留
次
郎
殿
兄
米
太
郎

一

旭
七
故
吉
口
政
一

殿
母

ユ
キ

一

旭
七
故

一
瀬
舟
殿
父
好

一

旭
八
故
吉
田
渉
殿
弟
哲
夫

-
く
た
の
し
い
正
月
を
迎
え
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

大
村
市
で
も
市
内
の
各
戸

に
総
代
の
方
を
通
じ

て
義
援

袋
を
配
付
し
、
ご
協
力
を
い

た
だ
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す

ま
た
み
左
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
る
義
援
金
を
、
本
当
に
因

っ
て
い

る
方
に
十
二
月
二
十

五
日
ま
で
に
配
付
で
き
る
よ

う
と
く
に
治
願
い

い
た
し
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
特
別
の
寄

付
、
団
体
の
寄
付
は
町
総
代

出
張
所
、
保
険
年
金
課
左
ど

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

昨
年
の
義
援
金
額
と
配
付

先
は
つ
ぎ
の
と
治

b
で
す
。

実
績
額二

十
五
万
八
十
五
円

、1
1
 ，
 

あなたこそ

公明選挙の

パイロットです

⑨ 

み
ん
な
で
明
る
い
正
月
を

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

十
二
月
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
全

国
的
に

庁
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
行

左
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
も
今
年
で
十
四
回
目
で
歳
末

の
大
き
な
行
事
の
一
つ
と
な

b
ま
し
た

配付先|金額 (円〉

生活困窮者 i226，707 

3，360 

L64C 

保育所 | 2，880 

敬老院 | 4，180 

季節保育所 | 5，000 

善隣 会 l 1，000 

計 244，767 

経 5，318 

Jロ~ 250，085 

配付内訳

b
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

十
二
月
十
日
は
人
権
デ

l
で
す

国
連
総
会
で
、
世
界
人
権

宣
言
が
行
な
わ
れ
て
か
ら
、

今
年
で
十
六
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。そ

こ
で
、

こ
と
し
も
十
二

月
四
日
か

ら
十
日
(
人
権
デ

1
)
ま
で
の
一
週
間
H

人
権

週
間
H

が
行
、
な
わ
れ
ま
す
。

人
権
の
意
識
は
年
を
経
る

に
従
っ
て
、
し
だ
い
に
高
く

・な
り
、
明
る
い
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
左

D
ま
し
た
。

私
た
ち
が
こ
の
大
切
な
人

権
を
守
り
・
な
が
ら、

社
会
生

活
を
営
ん
で
行
く
う
え
に
は

法
律
に
従
っ
て
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
友
い

こ
と
が
あ
る

も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
人
権
宣
言
に

も
「
人
は
憲
法
や
法
律
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
た
基
本
的
な

権
利
を
法
律
的
に
守
る
権
利

が
あ
る
」
と
さ
れ
、
わ
が
国

の
憲
法
に
も
同
じ
こ
と
が
保

白バラは

障
さ
れ
て

い

ま

す

。

一

と
こ
ろ
が
、

訴
訟
に
要
す
る
一

諸
経
費
に
堪
え
、な
い
た
め
、
-

こ
の
権
利
を
行
使
で
き
な
い
-

人
が
多
く
、
そ
の
救
済
の
た
一

め、

法
律
扶
助
制
度
が
も
う
一

け
ら
れ
、
大
き
な
業
績
を
の
一

こ
し
て

い
ま
す
。

白

私
た
ち
は
こ
の
人
権
週
間

一

に
あ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
一

制
度
の
あ
る
こ
と
を
知
b
、

一

治
互
の
人
権
を
尊
重
し
あ
っ
一

て
、
相
手
方
の
人
権
を
侵
す

一

こ
と
の
・
な
い

よ
う
に
努
め
よ

-

ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か。

一
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-
三
才
児
の
総
合
的
な

大村市政だよ

健
康
診
断

三
才
か
ら
四
才
ま
で
の
子

供
の
身
体
的
な
発
育
、
精
神

発
達
、
し
つ
け
な
ど
は
大
人

に
な
っ
て
か
ら
の
性
格
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す。

そ
こ
で
大
村
保
健
所
は
国

立
病
院
の
協
力
を
え
て
、
い

ろ
い
ろ
友
習
癖
、
精
神
薄
弱

視
力
聴
力
障
害
そ
の
他
の
疾

患
な
ど
を
早
く
発
見
し
、
子

供
を
正
し
く
育
て
て
い
た
だ

く
た
め
満
三
才
以
上
四
才
未

満
の
幼
児
を
対
象
に
、
無
料

検
診
を
つ
ぎ
の

日
程
で
行
な

い
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
も

れ
・泣
く
参
加
し
て
相
談
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

友
治
受
診
の
と
き
は
必
十

母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

実
施
日
時
と
場
所

十
二
月
七
日

竹

松

本

町

公
民
館

十
二
月

八

日

市

役

所

十
二
月

九

日

大

村
保
健

所

時
間
は

い
守
れ
も
午
後

一

時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三

十
分
ま
で
。

-
長
崎
県
中
小
企
業
従

業
員
住
宅
建
設
の
た

め
の
説
明
会

県
で
は
、
中
小
企
業
従
業
員

の
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
引

つ
づ

き
昭
和
四
十
年
度
も
中
小
企

業
従
来
員
住
宅
の
建
設
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度

の
説
明
会
を

つ

ぎ
の
と
治
り
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
関
係
者
江
ご
参
集
く

だ
さ
い
。

マ
日
時

マ
場
所

十
二
月
十
日

十
三
時
よ

b

大
村
商
工
会
議
所

覇
国
民
年
金
大
会
で
市

内
の
優
良
納
入
組
合
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

三
!一l
九
年
十
一

月
二
十
六

日
佐
世
保
で
開
催
さ
れ
た
長

昭和39年12月1日

-手製年賀状の展示会

大村市美術協会では治

正月 に市民皆さんの手製

年賀欣展示会を催すこと

に左りましたので、芝う

かふるって応募下さいo

b展示会場 中央公民館

l>展示期間 昭 和40年元

旦から 1月 5日まで

b応募規定

④出品物 年賀扶用の版

画、水彩画、 書状、 写

真等(自作のものに限

る)

②大きさ ハガキ大

③資格 市民一般

④出品点数

1人 5点まで

⑤出品申込

12月23日まで

中央公民館事務室

⑤締切 12月26日まで

1
 
4F 
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崎
県
凶
民
年
金
大
会
で
、
市

内
の
国
民
年
金
保
険
料
納
入

組
合
が
表
彰
さ
れ
、
感
謝
状

》
一記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た

表
彰
さ
れ
た
納
入
組
合

松
原
地
区
武
留
路
納
入
組

合

福
重
地
区
草
場
納
入
組
合

三
浦
地
区
山
境
納
入
組
合

西
大
村

地

区

新

城

納

入
組

ムロ

V

佐
奈
川
内
川
の
護
岸
が

復
旧

佐
奈
川
内
川
の
立
福
寺
橋
上

流
の
護
岸
は
三
十
七
年
の
水

害
で
こ

わ
れ
て
い
ま
し
た
が

こ
の
ほ
ど
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
こ
の
護
岸
は
、
石
垣
守

み
で
、
高
さ
六
メ
ー
ト

ル
、

長
さ
六
十
八
メ

ー
ト

ル
、

総
工
費
H

二
百
四
十
五
万
円

V

西
中
体
育
館
の
完
成
ま
じ

4
U
 

三
十
九
年
九
月
二
十
九
日
着

工
さ
れ
た
西
中
体
育
館
は
現

在
約
四
十
五
ガ
工
事
が
進
ん

で
治

p
、
来
年
二
月
末
完
成

の
予
定
で
す
。

鈴
団
地
区

蔭
平
納
入
組
合

国
民
年
金
保
険
料
は
納
入

組
合
で
毎
月
き
ち
ん
と
納
め

ま
し
ょ
う
。

年
賀
状
は
早
目
に

出
し
ま
し
ょ
う

た
ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

ト

ビ

ス

ツ

ク

鉄
骨
造
り
で
、
床
面
績
は
八

百
五
十
八
平
方

メ
ー
ト
ル
、

総
工
費
U
約
一
千
六
百
万
円

〆

V

し
尿
処
理
場
の
起
工
式

市
の
し
尿
処
理
能
力
を
倍
加

す
る
た
め
、
十
一

月
二
十
日
・

し
尿
処
理
場
の
起
工
式
が
あ

り
ま
し
た
。

現
在
の
処
理
能
力
は
一
日

二

十
七
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
で
す
の

で
、
こ
れ
か
で
き
あ
が
る
と

一
日
処
理
量
が
五
十
四
キ
ロ

り
ツ

ト
ル
と
な
る
わ
け
で
す

こ
の
工
事
は
二
カ
年
計
画
で

行
な
わ
れ
、
来
年
度

に
完
成

す
る
予
定
で
す
。

総
工
費
H

約
四
千
三
百
万
円

関
公
益
質
屋
か
ら
の

お
願
い

市
公
益
質
屋
で
は
十
二
月

二
十
三
日
流
質
物
の
公
売
会

を
行
な
い
ま
す
。

本
年

一
月
以
降
流
質
期
限

の
き
て

い
る
方
は
い

そ
い
で

質
受
け
さ
れ
る
よ
う
治
願
い

し
ま
す
。

V

蔦
川
内
の
道
路
を
改
良

三
浦
蔦
川
内
の
市
道
が
六
百

一一十
三
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ

て
き
れ
い
に
改
良
さ
れ
て
い

ま
す
。

総
工
費

1
約
五
十
万
円
e

V

小
型
動
力
ポ
ン
プ
運
搬
用

の
自
動
車
を
購
入

三
浦
の
消
防
力
を
強
化
し、

機
動
力
を
増
強
す
る
た
め
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
運
搬
す

る
自
動
車
を
購
入
し
ま
し
た

購
入
費

1
七
十
二
万
円
。

ま
た
、
消
防
車
庫
も
で
き

あ
が

D
十

一
月
十
四
日
落
成

式
を
行
な
い
ま
し
た。

d 


